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５人の乳がん患者における MGN-3（米糠から抽出された修飾キシロース）の免疫調

節および抗ガン作用  
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ＭＧＮ－３は新しい生体応答調節物質（ＢＲＭ）である。  

ＭＧＮ－３は米糠から抽出されたアラビノキシランで、免疫調節機能を高めるために

酵素によって生物学的修飾をしたものである。  

５人の乳ガン患者にｌ日３ｇのＭＧＮ－３を投与し、ＮＫ細胞活性を４時間の 51Cr 遊離

測定によりＫ５６２腫瘍細胞を標的として調べた。  

その結果、  

ｌ）ＮＫ細胞活性の基礎レベルが低い患者（１３．５％－３４．９％）エフェクター対ターゲ

ット比（Ｅ：Ｔ）１２－１００：ｌでは、ＭＧＮ－３投与後同一のＥ：Ｔ比においてＮＫ細胞活性

が有意に増加（２１．ｌ％－５０．ｌ％）した。（図１）  

 

２）ＮＫ細胞活性の増加は試験開始後ｌ－２週間以内にみられ、ＭＧＮ－３投与の継続

によりさらに増加した。  

３）早い時期からこの試験に参加している２名の患者（６－８ケ月前）では、腫瘍の完

全緩解がみられた。 

我々は、ＭＧＮ－３がＮＫ細胞の活性を高度に増加させ、また特筆すべき副作用がみ

られないことから、ＭＧＮ－３が有望なＢＲＭであると結論する。  



また、免疫療法効果をもつＭＧＮ－３と化学療法の併用はガン患者の治療に有用で

あると考察する。 

ＭＧＮ－３は、大和薬品株式会社（東京都世田谷区三軒茶屋１－１６－１９）により提

供された。  

 


